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1．沿革と概要
　生態水文学とは、生物・無生物か
らなる生態系に流入・循環・移動・
流出する水、栄養塩、炭素、土壌、
土砂、エネルギーの収支や時間変化、
プロセス、メカニズムを研究する学
問分野であり、生態系生態学、森林
水文学、生物地球化学などを融合し
た学問分野です。東京大学演習林に
おける生態水文学の研究を推進する
組織として、2011（平成 23）年に愛
知演習林から生態水文学研究所に改
称しました。
　生態水文学研究所の研究林・試
験地は、東京大学の森林理水及び
砂防工学に関連した実験・実習地
として、1922（大正 11）年に東京
帝国大学農学部附属愛知県演習林
として荒廃した丘陵地に設置され
ました。設置当初から各種の砂防
工事が行われ、愛知県瀬戸市や犬
山市との土地交換を経て、現在では	
1,294ha の面積を有し、そのほぼ全
域が緑で覆われています。
　2022（令和	4）年に創立から	100
周年を迎えました。2024（令和 6）
年にはサントリーホールディング
ス株式会社との森林整備協定およ
び研究協定、株式会社ダイセルと
のバイオマスバリューチェーン実
証社会連携講座に基づく共同研究
がそれぞれはじまりました。長期
に及ぶ観測データは研究や教育に
欠かせない基盤となっています。

2．立地環境
　生態水文学研究所は、名古屋市の
北東約	20km	の愛知県瀬戸市五位塚
町に位置する事務所・研究室と２研
究林１試験地により構成されていま
す。赤津研究林（745ha）は瀬戸市

の東部に位置し、北は岐阜県境の三
国山麓から南は猿投山にいたる尾張
地域に広がり、東縁を三河地域と接
しています。犬山研究林（442ha）
は名古屋市の北約 20kmの犬山市東
部に、穴の宮試験地（77ha）は瀬戸
市の北部に位置しています。
　赤津研究林と穴の宮試験地のほぼ
全域は中古生代の花崗岩を基岩とし、
風化は深層に及んでいます。赤津研
究林（標高244− 692m）の平均傾斜
度は25º、穴の宮試験地（標高130−
272m）の平均傾斜度は19ºです。犬
山研究林（標高70− 218m）の大部
分は新第三紀層からなり、上部では
部分的に中古生層がみられます。
　赤津研究林内の白坂気象観測露
場での 45 年間（1976 − 2020）の

記録でみると、月平均気温が最も
寒い１月で 1.6℃、最も暑い８月で
24.7℃、年平均が 13.0℃でした。ま
た平均年降水量は約 1,840mm で、
温暖湿潤な気候といえます。

3. 森林の特徴
　設置当初の研究林は、赤津研究
林は尾根筋がほぼ裸地、犬山研究
林と穴の宮試験地は沢筋にわずか
に樹木がある程度でほぼ全山が裸
地でした。その後、砂防植栽や林
業目的のヒノキ、スギの植栽が行
われて現在にいたっています。林
種は、大きくは天然生林（76％）
と人工林（24％）に区分されます。
天然生林では、上層にコナラ・ア
カマツ・ヒノキ・コハウチワカエ

写真 1　赤津研究林

図 1　ハゲ山からの森林再生と遷移に伴う裸地面積率（点線）の減少と蓄積（実線）の増加。赤＝白坂
流域、青＝穴の宮流域
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デ等が、中下層にヤブツバキ・ヒ
サカキ・サカキ等の常緑広葉樹が
みられます。

4. 施設
　赤津研究林内にある赤津宿泊施
設は、宿泊部屋や講義室など、学
生実習の拠点として、また赤津研
究林を利用する研究者の滞在場所
として利用・宿泊を受け付けてい
ます。また、長期滞在を目的とし
た研究者を対象に、五位塚事務所
構内の長期滞在者宿舎も宿泊を受
け付けています。

5．大学教育
　東京大学学生および大学院生に
対して、森と水の自然科学教育、
森と水と人の関係についての人文・
社会科学教育の拠点として講義お
よび実習、卒業論文指導、修士論文、
博士論文指導を推進・支援してい
ます。また東京大学における唯一

の森と水と人の研究に取り組む研
究組織として、大学院農学生命科
学研究科・農学部以外の研究科・
学部・研究所等による教育、総合
科目および全学ゼミナールの開講
を通じて教養学部前期課程の教育
に貢献しています。
　他大学の学生および大学院生に対す
る教育についても受け入れています。

6．研究
　流域を単位として、森林の内部
を移動する物質（水、栄養塩、炭
素など）の各循環過程や収支に、
森林が及ぼす影響を科学的に明ら
かにする研究を推進しています。
それにより、人間社会が森林と水
との関係に対して期待している、
水・土壌・土砂に関連する森林の
生態系サービスの実態を解明し、
他の生態系サービスに対する位置
づけとトレード・オフを明らかに
することで、森林の生態系サービ

スを総合的に評価する手法の開発
や、その機能の強化に向けた技術
の開発を目指しています。また、
人間社会における水・土壌・土砂
に関連する森林の生態系サービス
の利用の歴史、現状、未来への展
望について、自然科学および人文・
社会科学を融合した観点から研究
を行っています。
　上記のような研究を進めるにあ
たって、生態水文学研究所では以
下に示すような施設、または調査
フィールドを活用しています。

	●�赤津研究林と穴の宮試験地にお
ける水文・気象・水質観測

　赤津研究林の白坂流域と東山流
域、そして穴の宮試験地では、量
水堰（川の水の量を計る施設）を
用いた流量観測が約 90 年以上も継
続され、長期間にわたる流量デー
タが蓄積されています。このデー
タと、同じく長期間にわたって観

写真 2　学生実習内の測量演習 写真 3　学生による堰堤内砂出し作業

図 2　白坂試験流域における降水量、流出量及び損失量の、年間値の長期変動。
緑＝降水量、青＝流出量、赤＝損失量。損失量とは降水量から流出量を差し引いたもので、ほぼ森林からの蒸発散量を示す。
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測された降水量や気温などの気象
データを組み合わせ、気候変動や
森林の植生変化が、森林の水収支
に及ぼす影響を明らかにする研究
を進めています。また、赤津研究
林の白坂流域では渓流水の水質調
査も行われており、病虫害などの
森林のかく乱が、渓流水水質の形
成に与える影響を明らかにする研
究も進めています。

●�赤津研究林における森林生態系調査
　赤津研究林には白坂小流域固定
試験地（2.67	ha）が設定されており、
その中にある 1	ha 方形区は環境省
モニタリング 1000 における森林・
草原調査のコアサイトとして登録
されています。この方形区を中心
として、毎木調査（樹種を特定し、
木の幹の太さを測る調査）やリタ
ー・シードトラップによる落葉落
枝・落下種子の調査など、森林生
態系に関わる様々な調査を行い、
長期的な森林の変化を明らかにす
るための研究を行っています。

●�赤津研究林と犬山研究林におけ
る大規模野外実験サイト
　赤津研究林にある隣り合う２つ
の小流域において、流量観測や植
生調査などが同時に行われていま
す。将来的には片方の小流域に樹
木の伐採などの操作を加えて、そ
の影響を科学的に明らかにするた
めの研究を行うことを計画してい
ます。犬山研究林では、過密ヒノ
キ人工林からなる小流域を間伐処
理し、降水中の流量変化や、川の
水の量が少ない時期における流量
がどのように変化したかを明らか
にする研究を進めています。また、
上述のものより規模は小さいです
が、犬山研究林には斜面ライシメ
ータという、土壌表面や土壌中の
水の流れ、植物や土壌からの蒸発
散量を調べるための野外実験施設
が設置されています。

7．社会連携
　生態水文学研究所では瀬戸市及び
犬山市と地域交流協定を締結してお
り、協定に基づき、市民向けイベン
トを定期的に開催しています。また、
生態水文学研究所サポート団体「シ
デコブシの会」、「犬山研究林利用者
協議会」による市民向けイベントも

定期的に開かれています。また、隣
接自治体である豊田市からの、間伐
等の森林管理が水源かん養機能に与
える影響を科学的に明らかにするこ
とを目的とした委託研究や瀬戸市の
河川の環境影響評価などを行ってお
り、研究所として知の還元を行って
います。

写真 4　白坂量水堰

図 3　白坂小流域固定試験地内の 1ha 方形区における、主要 4 樹種の胸高断面積合計（m2 ha-1）の経年変化。
ヒノキ = 緑、コナラ = オレンジ、アカマツ = 赤、サカキ = 青。2009 年から 2014 年の間に、ナラ枯
れ被害によって多くのコナラが枯死した。
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8. その他
１）�林業遺産：日本近代砂防の祖・
諸戸北郎博士の設計による渓
間工事建造物群

　愛知演習林（現・生態水文学研究
所）は明治～昭和初期に西日本を中
心に全国各地に広がっていた「はげ
山」修復を目的に設立されました。
当時の山林荒廃や水害多発は国家的
課題の一つとされ、この課題に向き
合ったのが、近代砂防工学の祖であ
る諸戸北郎博士（東京帝国大学教授）
です。諸戸博士は、オーストリア・
フランス留学で得た知見を日本の国
情に合った理論的技術として体系化
し、その普及と人材育成に多大な貢
献をしました。諸戸博士の最も有力
な実験フィールドであったのが愛知
演習林でした。
　その中でも 1930 年代に大畔地区
で実施された砂防工事は、全国に
広がる小規模渓流への適用を目指
したモデル的事業と位置づけられ
ます。このため、農商務省等が主
催した「荒廃地技術講習会」や大
学の実習においては、大畔地区で
の現地見学が組み込まれていまし
た。現在の犬山の森は、諸戸博士
による砂防工事や、その後の愛知
演習林による研究や砂防工事によ
って再生されたものです。

　2017	年度には、諸戸博士の砂防
工学体系を具現したことや、多く
の技術者の養成に貢献したとして
「日本近代砂防の祖・諸戸北郎博士
の設計による渓間工事建造物群」
が、日本森林学会の「林業遺産」
に登録されました。

２）生態水文学研究所アーカイブズ
　生態水文学研究所が、1922 年の
設立以来保管してきた資料や写真、
約 4000 点を生態水文学研究所アー

カイブズとしてウェブサイトで公
開しています。生態水文学研究所
で行われてきた砂防・緑化工事や
量水・気象観測、学生実習の写真
の他、近隣地域の写真も多く含ま
れており、学術的資料としてだけ
でなく、劇的に変化した尾張東部
丘陵付近の当時の地域のすがたを
見ることが出来ます。

図 4　渓間工事建造物群位置図
認定対象 : コンクリート放水路付土堰堤、鉄線蛇籠堰堤× 17、土堰堤、橋梁× 2（跡地含む）

写真 5　1951 年の犬山研究林 10 林班

写真 6　2020 年の犬山研究林 10 林班 写真 8　生態水文学研究所アーカイブズウェブサイト

写真 9　城東村砂防工事位置図（昭和初期作成）

写真7　コンクリート放水路付土堰堤（1929年撮影）
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　生態水文学研究所を利用するには、事前に利用申込書と利用者名簿を提出して許可を得ていただく必要があります。
なお、利用内容によってはご希望に添えないこともありますが、ご了承ください。宿泊を希望される場合は、宿泊の可否につ
いて、申込書を提出する前に必ずお問い合わせください。申込書はウェブサイトからダウンロードすることができます。

 利用の窓口
生態水文学研究所　五位塚事務所・研究室
〒 489-0031　愛知県瀬戸市五位塚町 11-44	
TEL	0561-82-2371　FAX	0561-85-2838
アクセス　	名古屋−（JR中央本線 11 分）−大曽根−
（名鉄瀬戸線 25 ～ 35 分）−尾張瀬戸−（バス 10 分）−
五位塚−（徒歩 1分）−五位塚事務所

 宿泊施設
宿泊施設名　生態水文学研究所　赤津宿泊施設
定員	30 名　※講義室収容人数	36 名（机を使用する場合）	
食事	なし（自炊可）
〒 489-0014	愛知県瀬戸市北白坂町 1-1	　TEL	0561-21-1185	
アクセス　尾張瀬戸−タクシー−赤津宿泊施設

利用案内

赤津宿泊施設への行き方（県道 33 号線を藤岡方面へ。左側の看板が入り口の目印です。）

事務所・研究林の所在地



東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所
■五位塚事務所	 〒 489-0031　愛知県瀬戸市五位塚町 11-44	 TEL	0561-82-2371　FAX	0561-85-2838
■赤津宿泊施設	 〒 489-0014　愛知県瀬戸市北白坂町 1-1	 TEL	0561-21-1185

ウェブサイト　https://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/eri/
E-mail　eri@uf.a.u-tokyo.ac.jp

表紙写真
左上写真：赤津研究林見学ルート尾根　
右上写真・左中写真：森林環境資源学 FW「森と水」
右中写真：猿投山（赤津研究林）遠景
下 写 真：東山量水堰


